
か
ら
大
き
な
問
題
で
す
。

金
子
議
員
は
議
員
活
動
と
し
て
お

こ
な
っ
た
「
市
民
バ
ス
の
改
善
に
関
し

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
も
と
に
、

市
民
バ
ス
の
運
行
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
電
話
予
約
に
よ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー

方
式
（
デ
マ
ン
ド
型
）を
導
入
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

総
務
部
長
は
最
後
に
、標
題
の
よ
う

に
答
弁
し
ま
し
た
。

「
民
主
大
宮
」に
刷
り
込
ん
だ
ア
ン

ケ
ー
ト
は
６
５
通
返
送
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
か
れ
た
主
な
ご
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

【
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い
理
由
】

○
市
民
バ
ス
が
通
っ
て
い
な
い
。

○
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
い
け
な
い
。

○
停
留
所
ま
で
の
歩
行
が
困
難
（
高
齢
と
障
害
）

○
近
く
に
停
留
所
が
な
い
た
め
利
用
で
き
な
い
。

○
乗
車
す
る
場
所
が
遠
く
て（
特
に
雨
の
日

な
ど
）利
用
で
き
な
い
。

○
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
く
て
結

局
歩
く
こ
と
に
な
る
た
め
年
寄
り
に
は
不
便
。

○
乗
る
場
所
と
時
間
が
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
。

【
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
要
望
】

○
私
は
運
転
免
許
も
な
く
無
料
市
民
バ
ス
は

本
当
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
人
達

も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

○
本
当
に
た
す
か
っ
て
い
ま
す
。な
く
な
ら
な

い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

○
市
民
バ
ス
な
ん
て
お
金

の
む
だ
つ
か
い
だ
い
ら
な
い
。

○
乗
客
が
少
な
い

│

空

気
バ
ス
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

○
現
在
の
方
式
な
ら
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
で

す
。も
っ
た
い
な
い
で
す
。

○
誰
も
乗
っ
て
な
い
バ
ス
を
見
る
の
は
い
や
で
す
。

※
現
在
の
市
民
バ
ス
の
具
体
的
な
改
善
意
見

は
ま
と
め
て
担
当
課
に
届
け
ま
し
た
。
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日本共産党・金子卓議員

市
民
バ
ス
の
利
用
状
況
は
大
宮
地

域
だ
け
を
み
ま
す
と
、７
月
か
ら
今

年
１
月
ま
で
の
大
宮
地
域
の
利
用
者

数
は
２
２
３
０
人
、１
３
２
日
運
行
で

す
か
ら
、１
日
の
平
均
利
用
者
数
は

１
６
・
９
人
で
す
大
宮
地
域
は
、４
コ
ー

ス
を
そ
れ
ぞ
れ
３
往
復
し
て
い
ま
す

の
で
、
走
っ
て
い
る
市
民
バ
ス
１
台
で

の
利
用
者
数
は
平
均
１
・
４
人
で
す
。

（
企
画
課
の「
市
民
バ
ス
利
用
状
況

集
計
表
」か
ら
計
算
）

し
か
し
、
大
宮
地
域
で
も
、
市
民
バ

ス
を
必
要
と
す
る
市
民
は
も
っ
と
も
っ

と
多
い
の
が
実
情
で
す
。

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
一

般
質
問
で
、
交
通
シ
ス
テ
ム
全
体
を

見
直
し
、
市
民
バ
ス
を
改
善
す
る
こ

と
は
急
務
の
問
題
だ
と
の
べ
、
市
民

バ
ス
改
善
の
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
方

法
で
、
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き

な
い
市
民
の
意
見
・
要
望
を
把
握
す

る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

総
務
部
長
は
、「
特
に
交
通
弱
者
と

い
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
々
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
は
必
須
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
」と
答
え
ま
し
た
。

３
月
２
８
日
の
第
６
回
市
内
循
環

交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
で
、
市

が
提
起
し
た
「
市
民
バ
ス
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、「
市
民
バ

ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う

か
」を
問
い
、
利
用
し
た
こ
と
の
無
い

方
に
は「
利
用
し
な
い
理
由
」
、
利
用

し
た
こ
と
の
あ
る
方
に
は
「
運
行
時

間
帯
」「
運
行
本
数
」「
所
要
時
間
」

「
運
行
コ
ー
ス
」「
停
留
所
」
等
に
つ
い

て
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
内
全
域
を
対
象

と
し
て
、２
０
０
０
人
を
無
作
為
抽
出

し
、郵
送
に
よ
り
配
布
・
回
収
を
し
ま

す
。半
数
の
１
０
０
０
人
は
高
齢
者
か

ら
抽
出
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
市
民
バ
ス
の
運
行
方
式
で

あ
る
、「
固
定
ル
ー
ト
型
」の
欠
点
は
、

バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
方
は
利
用
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
は
、

利
用
者
が
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
点

昨
年
の
１
２
月
議
会
に
提
出
さ
れ

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
市
内
循

環
交
通
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
乗
合
タ

ク
シ
ー
方
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
書
」（
新
日
本
婦
人
の

会
、２
０
８
１
名
分
の
署
名
を
提
出
、

紹
介
議
員
は
金
子
・
堀
江
議
員
））は

３
月
議
会
で
も
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、５
月
１
０
日

委
員
会
を
開
き
、
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
る
請
願
の
審
査
を
お
こ
な
い
同

請
願
を「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」と

決
し
ま
し
た
。ま
た
、３
月
議
会
に
提

出
さ
れ
同
じ
く
継
続
審
査
と
な
っ
た

「
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公
報
発

行
に
関
す
る
請
願
」は「
採
択
す
べ
き

４
月
２
４
日
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
は
、
参
加
し
た
公
立
小

学
校
の
約
２
４
％
が
番
号
方
式
を
採

用
。
茨
城
県
で
は
１
３
市
町
村
が
無

記
名
の
番
号
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
は
文
科
省
の
方
針
通

り
記
名
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

「高齢者の方々にも配慮したアンケートを実施したいと考えています。 （略） 運行方

法、運行形態についても、これまでの運行実績、あるいは意見・要望等もふまえたなか

で、アンケート結果等を加えて、最良の常陸大宮市にあった運行方式を見いだしてい

きたいと考えています。」 ３月議会一般質問答弁

６
月
６
日
か
ら

第
２
回
定
例
議
会

第
６
回
定
例
議
会
は
、
６
月
６

日
か
ら
６
月
２
１
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
請
願
・
陳
情
は
、
５
月

３
０
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

「
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
」
を
求
め
る

６月６日（水） 午後７時～ （６時３０分開場）

水戸市民会館大ホール

❍お話し 市田 忠義 〔党書記局長・参院議員〕

する人 紙 智子 〔参院議員・比例代表予定候補〕

田谷たけお 〔党県委員長・参院選挙区予定候補〕

主催 日本共産党茨城県委員会 ０２９（２４７）６５２３

ぜ
ひ
一
度
、

お
聞
き
く
だ
さ
い

日本共産党演説会の
お知らせをします。

宮
の
郷
工
業
団
地
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設

「
県
は
許
可
す
る
考
え
は
な
い
」
と
答
弁

金
子
議
員
は
一
般
質
問
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ

処
理
施
設
の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
新

聞
報
道
さ
れ
た
「
用
地
を
分
譲
し
な

い
」と
の
県
の
方
針
に
つ
い
て
確
認
を

求
め
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
、
市
民

部
長
は
、「
県
の
企
画
部
事
業
推
進

課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
許
可
す
る

考
え
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、

事
業
計
画
者
に
対
し
て
も
許
可
す
る

考
え
の
な
い
こ
と
を
伝
え
て
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。」と
答
え
ま
し
た
。

４
３
年
ぶ
り
の
学
力
テ
ス
ト

県
内
１
３
市
町
村
が
無
記
名

の
「
番
号
方
式
」
で
実
施

「
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
は
、

３
月
議
会
で
も
継
続
審
査

も
の
」と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
審
査
結
果
は
第
２
回
定

例
議
会
初
日
の
６
月
６
日
（
水
・
午

前
１
０
時
開
会
）の
本
会
議
に
報
告
、

全
議
員
で
採
決
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

方
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
３
月
議
会
に
、３
４
２
名
の
署
名
を
添
え

て「
選
挙
公
報
発
行
に
関
す
る
請
願
」（
代
表
・

切
石
幸
雄
さ
ん
、
紹
介
議
員
は
金
子
・
堀
江

議
員
））提
出
。県
内
３
２
市
の
な
か
で
議
会
議

員
選
挙
の
選
挙
公
報
発
行
の
条
例
が
定
め
ら

て
い
な
い
の
は
当
市
を
含
め
４
市
の
み
。

申込先
金子卓議員
（５２）２４２２

いまこそたしかな
野党が必要です



日
本
共
産
党
市
議
団
は
、市
民
バ
ス

を
現
在
の
固
定
ル
ー
ト
型
運
行
方

式
か
ら
よ
り
便
利
な
乗
合
タ
ク
シ
ー

方
式
に
見
直
す
な
ど
の
施
策
の
な
い

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
分
）
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
、上
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算

に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
討
論

を
お
こ
な
い
反
対
し
ま
し
た
。

２００７年 ５月 民 主 大 宮 ＮＯ．１０５

第
１
回
定
例
議
会
は
、３
月
６
日
に

開
会
、２
６
日
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
の
傍
聴
者
は
、
議
会
初
日

の
６
日
が
１
人
、８
日
が
０
人
、
一
般

質
問
の
１
６
日
が
１
６
人
、１
９
日
が

２
８
人
、２
６
日
が
４
人
で
し
た
。
常

任
委
員
会
の
傍
聴
者
は
議
員
を
除

き
、９
日
の
生
活
文
教
常
任
委
員
会

が
２
人
、１
２
日
の
総
務
常
任
委
員

会
が
４
人
で
し
た
。

３
月
９
日
の
予
算
総
括
質
疑
で
、こ

れ
ま
で「
月
４
枚
」と
制
限
さ
れ
て
い

た
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
制
限
が
な

く
な
り
、１
年
間
４
８
枚
が
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。金
子
議
員
は
、「
利
用
制
限
」

を
な
く
す
よ
う
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
改

善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

定
率
減
税
全
廃
の
影
響
額
の
質
問

で
、１
８
年
度
と
比
べ
約
８
２
０
０
万

円
の
増
税
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

福
祉
の
問
題
で
は
、昨
年
の
定
率
減

税
半
減
に
よ
っ
て
所
得
税
が
増
え
て

も
保
育
料
が
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
利

【
金
子
議
員
】
全
国
各
地
で
公
共

工
事
発
注
に
伴
う
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。当
市
に
お
い
て
、公
共
事

業
の
入
札
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
予
定
価
格
に
対
す

る
落
札
率
、
業
者
ご
と
の
落
札
率
、

ま
た
契
約
額
の
総
額
を
質
問
し
ま

す
。

【
内
田
助
役
】
落
札
率
に
つ
い
て
は

件
数
の
平
均
で
す
が
、
平
成
１
７
年

用
者
負
担
軽
減
を
は
か
る
た
め
の

独
自
施
策
が
多
く
の
市
町
村
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、当
市
で
も
軽
減

策
を
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ま

た
市
の
身
障
者
セ
ン
タ
ー
作
業
所
の

利
用
負
担
が
こ
の
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
軽
減
が
さ

れ
る
か
質
問
し
ま
し
た
。
保
健
福
祉

部
長
は
、「
軽
減
策
を
検
討
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

議
会
最
終
日
、
一
般
会
計
ほ
か
新

年
度
予
算
の
採
決
が
お
こ
な
わ
れ
、

度
は
９
５
・
５
９
％
、
平
成
１
８
年
度

は
２
月
末
現
在
で
９
３
・
８
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、業
者
別
契
約
額
と

の
質
問
で
す
が
、そ
の
内
容
等
は
定

例
議
会
で
、行
政
報
告
し
て
い
ま
す
。

【
金
子
議
員
】
私
は
、当
市
の
入
札

の
全
体
像
を
知
ら
せ
る
、
透
明
化
を

は
か
る
と
い
う
意
味
で
総
額
を
聞
い

て
い
ま
す
。
今
議
会
初
日
に
出
さ
れ

た
行
政
報
告
ま
で
の
今
年
度
の
建
設

で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
は
ラ
ン

ク
を
厳
正
に
守
っ
た
条
件
付
の
一
般

競
争
入
札
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。ま
た
、現
制
度
で
あ
っ

て
も
Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
が
Ｃ
ラ
ン
ク
の

工
事
を
受
注
し
な
い
よ
う
に
し
、
小

さ
な
業
者
の
受
注
機
会
を
確
保
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

【
内
田
助
役
】

今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

９
８
・
０
１
％
か
ら
８
９
・
１
６
％
で
す
。

山
方
地
域
の
契
約
額
上
位
２
社
が

平
均
落
札
率
で
９
０
％
を
切
っ
て
い

ま
し
た
。

【
金
子
議
員
】
当
市
の
指
名
競
争

入
札
で
す
が
、Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
が
Ｃ

ラ
ン
ク
の
標
準
発
注
金
額
、
土
木
一

式
工
事
で
は
７
０
０
万
円
未
満
、
建

設
工
事
一
式
で
は
７
０
０
万
円
未
満
、

舗
装
工
事
で
は
５
０
０
万
円
未
満
、

水
道
施
設
工
事
で
は
７
０
０
万
円
未

満
の
工
事
ま
で
受
注
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、大
宮
地
域
の
土
木
Ａ
ラ
ン

ク
の
業
者
が
予
定
価
格
２
５
０
万
円

台
の
農
道
改
良
工
事
を
受

注
。
美
和
地
域
の
建
設
Ａ

ラ
ン
ク
の
業
者
が
１
７
０
万

円
台
の
建
物
補
修
工
事
を

受
注
。
緒
川
地
域
の
土
木

Ａ
建
設
Ａ
の
業
者
は
１
４
０

万
円
台
の
排
水
整
備
工
事

や
２
４
０
万
円
台
の
屋
根

改
修
工
事
を
受
注
。
戸
別

浄
化
槽
設
置
工
事
は
土
木

Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
が
受
注

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
工

事
は
ラ
ン
ク
の
低
い
業
者

工
事
契
約
を
集
計
し
て
み
ま
す
と
契

約
額
の
上
位
の
業
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
落
札
率
は
平
均
す
る
と
、

２００７年度
建設事業の概要

（大宮地区）

❏２００７年度の常陸大宮市予算の総額は、

３７８億９３８６万円 （一般会計と特別会計の合計）

一般会計は２０５億８０００万円（前年比９８．３％）

事 業 等 の 概 要

※Ｈ1９年度当初予算資料より工事請負費のみ記載

事業費

単位：千円

■一般会計

カーブミラー取付工事

防犯灯設置費

児童厚生施設（西小・学童保育）等整備工事

上村田農道法面保護工事

小野農道改良工事

塩原農道舗装工事

北塩子農道 〃

岩崎農道改良工事

東野農道 〃

上岩瀬農道 〃

上岩瀬農道 〃

小祝農道 〃

富士見台農道 〃

幹線市道舗装補修工事

市道随時改良工事

安全施設設置工事

５３３２号線（若林）道路改良工事

２－２６号線（上村田） 〃

１－６号線（八田） 〃

市道改良舗装工事

２－２５号線（西塩子）道路改良工事

３００２号線（石沢） 〃

１７０２号線（久慈岡） 〃

１６０４号線（塩原） 〃

３３５８号線（泉） 〃

２０７４号線（栄町） 〃

４２８７号線（小野） 〃

１－８号線（若林） 〃

６６３８号線（上大賀） 〃

６９３６号線（鷹巣） 〃

２６９２号線（中富） 〃

２５２９号線（下岩瀬）道路舗装工事

小河川護岸工事

街路植栽工事

人工芝張替工事

桜の丘住宅集会施設屋根改修工事

防火水槽新設工事

防火水槽解体撤去工事

災害出動灯撤去・新設工事

小学校空調システム整備工事

上野小学校消火栓設備改修工事

大宮小学校給食用エレベーター改修工事

小学校電気設備改修工事

大宮中学校部室倉庫改築工事

大宮幼稚園舎屋根塗装工事

公民館駐車場等整備工事

文化センター大ホール舞台設備改修工事

文化センター屋根防水・塗装工事

■公共下水道事業特別会計

公共下水道管渠布設工事

公共下水道取付管工事

■公営墓地特別会計

公営墓地駐車場整備工事

■農業集落排水偉業特別会計

岩瀬集落排水管路工事

岩瀬集落排水処理施設工事

584

1,092

18,800

1,900

8,000

1,530

1,790

14,000

26,000

17,500

27,500

14,000

12,000

10,000

5,000

3,000

10,000

10,000

30,000

6,000

10,000

10,000

10,000

7,000

20,000

20,000

7,500

30,000

10,000

16,000

8,000

4,000

4,000

200

5,887

2,380

7,350

420

2,493

26,500

1,990

7,674

2,520

8,800

1,418

1,538

3,763

31,327

290,900

1,000

2,468

177,000

136,000

事 業 等 の 概 要 事業費

■上水道事業特別会計

高渡取水場ポンプ制御盤改修工事

高渡取水場ポンプスクリーン及び取水ポンプ交換工事

第１浄水場次亜注入ポンプ交換工事

天日乾燥床改修工事

第２浄水場ろ過出口浄水濁度計設置工事

第２浄水場薬品注入制御盤交換工事

第２浄水場計装機器改修工事

第２浄水場ろ過流量計交換工事

第２浄水場表洗弁及び汚泥引抜ポンプ交換工事

*配水管布設工事(191,800千円)は省略しました。

30,000

5,000

2,000

4,000

4,800

4,500

3,900

1,600

4,500

第１位 第２位 第３位

大 宮 地 域 瀧工務店 ８件、２億 ２００万円 小林工務店 ４件、 ９４００万円 増子建設 ３件、８３００万円

山 方 地 域 中島工務店 ９件、 ８８００万円 掛札建設 ５件、 ４１００万円 茨水建設 ４件、３１００万円

美 和 地 域 龍崎工務店 ９件、１億５２００万円 那北建設 ６件、１億２１００万円 若菜工務店 ７件、６３００万円

緒 川 地 域 片岡組 １５件、１億９０００万円 佐藤建設 ５件、 ８２００万円 桑名工業所 ５件、４６００万円

御 前 山 地 域 長山工業 ６件、 ８０００万円 岡崎工業所 ７件、 ６５００万円 吉井工務店 ３件、２８００万円

建設工事の業者別契約額 Ｈ１８年度（２月末現在）、１００万円以下切り捨て

(52)2422 金子卓議員

建
設
工
事
の
入
札
問
題
を
質
問


